





































学生　7 名（看護学部 1 年 7 名）
教員　2 名，学外 1 名
４）巡回医療視察








































































































































































写真４　 NGO 支援施設 地雷障害者支援センターにて
子どもたちと交流
の少しだが，カンボジアに行って良かった。
・この研修ではカンボジアの表と裏の両側面が見れた。表
のいわゆる観光地では整備がされており発展途上国を感
じさせなかったが，少し外れると電気も水道もない中で
生活を送っている村がたくさんあるのだと知った。私達
のあたりまえはあたりまえではなく恵まれた環境だった
のだと気づけた。
・日本では当たり前がカンボジアでは当たり前じゃない
ことを実感した。また，カンボジアの人は子供も大人も
目がキラキラしていて日本の人と違う魅力を感じた。
・衛生面や医療面などで衝撃を受けることも多く，考え
させられることも多々あったスタディツアーだった。観
光地巡りなど楽しい活動も多く，学びも多いものだった。
・今回の研修で，日本では学ぶことのできない貴重な経
験をすることができた。現地の人々がどんな暮らしをし
ているのかを実際に見ることができた。私たちが当たり
前のように豊かな生活を送っていることは，決して当た
り前のものではないと認識した。この学びを大切にした
い。
・カンボジアの人々を見て，1 番印象に残ったのは貧富の
差だった。カンボジアが観光地として有名になりつつあ
り観光客が増えるということが，果たして本当に良いこ
となのだろうかと考えさせられた。また，わたしは現在
のカンボジアしか頭になかったが，カンボジアの歴史も
勉強した上で訪れたらもっともっと学べることがあった
のではないかと思った。
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